
「地域スポーツの実際と展望」 

特定非営利活動法人 地域総合スポーツ倶楽部 

ピ ボ ッ ト フ ッ ト 

～2020東京後の地域スポーツインフラ再構築への提案～ 

2017年4月 

「地域ヘルスプロモーションにおけるスポーツの役割とエリアデザインの提案」 



スポーツに関する単語 
   ・スポーツ     競技スポーツ・生涯スポーツ・地域スポーツ 
                    ニュースポーツ・コミュニテイスポーツ等 
  ・体  育        学校体育・社会体育・部活動 
  ・運  動     体を動かす・健康管理増進 
  ・プロとアマチュア（ヴォランテイア）   競技者、運営組織 
             
主なスポーツ界の組織 
   ・文部科学省  スポーツ庁 
      ・競技団体     日本体育協会・ＪＯＣ・各競技団体・各体育協会 
  ・社会体育     社会教育課・スポーツ振興課 
  ・プロチーム     野球・サッカー・プロレス等 
   ・営利団体    ﾌｲｯﾄﾈｽｽﾀｼﾞｵ、水泳ｸﾗﾌﾞ、ﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ等 
  ・地域クラブ   総合型クラブ、サークル等 



 ・スポーツ振興は、学校体育と企業スポーツ、社会体育によって進め 
 られてきたがｺｰﾃﾞｲﾈｰｼｮﾝされていなく、制度疲労も大きい 
 
 ・また、社会体育としての地域スポーツの環境は自主サークル、 
 ボォランテイアが主で私益的な活動で限定的 
 
 ・競技スポーツ(学校部活も含む）は、勝利至上主義に傾注しすぎ 
  で、どちらかというとアマチュアという名のもとにマニアック的活動で 
 社会性に欠ける傾向がある 
 
 ・社会体育含め指導者の質と量と活動場所が不足している 
 
 ・地域で継続的に質の高いスポーツソフトを提供するシステムや 
 インフラがスポーツ界の政策として未確立である 
 
 ・スポーツとして事業的視点や視野での運営、経営はされてこなかった 
 
 ・競技スポーツ、生涯スポーツ、地域スポーツ全体の将来像とスポー 
   ツ界と地域社会との関連性も見えない   

スポーツ現場の主な課題 



都道府県行政 

（企業スポーツ） （学 校 体 育）+ 

日本のスポーツ行政の現状（概略） 
（例バスケットボール） 

（社会体育） 
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都道府県協会 

民間スポーツクラブ 
(例)コナミ、セントラル 

（2012年全国3000箇所） 
（日体協未加盟） 

３on３愛好者 
NBAファン 

現状競技者登録数約60万人 

エアロビック等 
マイナースポーツ 

都道府県体協 スポーツ少年団 

（競技スポーツ） （生涯スポーツ） 

専門学校連盟 
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Ｂリーグ 



競技スポーツ界の構造的な課題 

競技スポーツへの参加意欲の減少につながっている（S60：5.4％→H16：3.2％，総務省） 

マスコミの扱いに左右される「見るスポーツ」の現状 

 
 

事業性 

指導力 

強化 

普及 

地域クラブでの活動を通じて、 
正しい競い合いで、直に感動体験できる場の創出が必要 

収入を確保できるしくみでない 

トップが世界基準でない。もしくは 
一部に限定され人材に厚みがない 

人材育成の欠如 
 

地域社会との連携
不在 

専任体制を構築 
できず片手間 
 
一部の親子鷹 

特に 
アマチュアスポーツ 



「スポーツを核とした豊かな地域コミュニテイの創造」と 

 いう新たな基本理念に則り 

 

 健康志向のクラブ、楽しみ志向のクラブ、山や海などのア
ウトドア志向のクラブ、そして競技志向のクラブ（プロチー
ムを頂点としたクラブも含む）など、様々な顔を持つ総合型
クラブを地域の中心に、日本のスポーツ界と地域社会の基盤
再構築を目指す。 

 

 従来のチーム型クラブを脱却し、社会公益型クラブとして、
社会貢献事業体としての事業性を追求し、持続的な経営基盤
を確立する。 

スポーツを文化として定着させる 

総合型スポーツクラブのミ ッ シ ョ ン 



総合型地域スポーツクラブ 【歴史と課題】 
2012年 

発展期 創世記 法改正 
2009 

全国SC設
立 

大変革期 

・現在約３０００のクラブの創設 
・「する」スポーツの拡大 
・比較的軽い運動やスポーツの実施増  
・ニュースポーツの受入れ・実践 
・施設運営（指定管理者）の受託 
・学校部活動との連携 
・福祉や文化活動との接点も構築 
・地域に根付いたクラブ運営 
・子供たちの体力増加への場の提供 
・高齢者、障がい者への場の提供 
・地域コミュニティーの形成、促進 
・補助金 各クラブへの支援 
・クラブ財源の大半が補助金 
 
 

・組織強化中間支援組織の充実 
・アマチュア運営からフ゜ロ運営へ 
・スケールメリットでの事業活動 
・生涯ｽﾎﾟｰﾂと競技ｽﾎﾟｰﾂの融合 
・ｶﾘｽﾏﾘｰﾀﾞｰからｼｽﾃﾑﾘｰﾀﾞｰへ 
・自主自立に向けた事業性の追求 
・世論に対するロビー活動 
・地域社会に必要とされるｺﾐｭﾆﾃｲ組織 
・新しいコーチングシステムの構築 
・スポーツ施設の充実 
・新しい公共へ向けての協働事業 
・補助金、助成金、委託事業の有効活  
 用、ｸﾗﾌ゛中心に点から面へ 
 
 

2020年 
東京五輪 

成果 課題 
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総合型地域スポーツクラブ設置状況 

 （出典）文部科学省「平成26年度総合型地域スポーツクラブ育成状況調査」 （注）総合型地域スポーツクラブ数については、創設準備中を含む 

総合型地域スポーツクラブ設置状況 
→ 全国に３，５１２クラブ設置 
→ 全国の市区町村の８０．１％に設置  
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総合型クラブの設立効果 

 （出典）文部科学省「平成２６年度総合型地域スポーツクラブに関する実態調査」 

（複数回答）N=2594 

総合型地域スポーツクラブの現在の課題 

75.6% 

68.1% 

63.4% 

46.8% 

35.3% 

35.3% 

34.8% 

27.8% 

26.0% 

25.9% 

25.2% 

23.6% 

22.0% 

19.1% 

17.7% 

12.4% 

12.1% 

9.3% 

7.3% 

4.7% 

0% 20% 40% 60% 80%
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指導者の確保（養成） 

会員の世代の拡大 

事務局員の確保 

活動種目の拡大 

活動拠点施設の確保（維持） 

行政との調整（理解） 

学校部活動との連携（学校関係者の理解） 

クラブハウスの確保・維持 

既存団体との関係 

会費の設定（徴収） 

クラブマネジャーの確保（養成） 

クラブ経営に関する情報収集 

他のクラブとの情報交換 

法人化 

競技力向上を目指す活動内容 

大会（試合）への参加機会の確保 

相談窓口（身近なサポート機関）の確保 

その他 

N=2,704クラブ 

→ 会員の確保 ７５．６％   財源の確保 ６８．１％   指導者の確保６３．４％ 
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実業団 

大学生 

高校生 

中学生 
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一般スポーツ 
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競
技
性 

 
 

小 競技から 
離れる者 

つながりの希薄さ 

テーマ 

この間でスポーツ嫌いが決まる 



スポーツ界のテーマ  
■競技力の向上と競技普及での国際競争力
の強化 （2020年東京オリンピック開催） 

 

■スポーツ環境の整備とビジネスインフラ
の構築で基本的な運営構造の改革  

      （東京五輪後のスポーツ環境を見据えて） 

 

■地域の総合力の一つとしてのスポーツの
価値観作りと地域への還元および地域社会
作りへの貢献 

（地域のｽﾎﾟｰﾂｲﾝﾌﾗとしての地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸの構築） 
 



★文部科学省「スポーツ立国戦略」    （2010.9月）             
 Ⅰ.目指す姿 「新たなスポーツ文化の確立」  
 Ⅱ.考え方 ①人（する・観る・支える）の重視 
         ②連携・協働の推進 ﾄｯﾌﾟｽﾎﾟｰﾂと地域ｽﾎﾟｰﾂの好循環  
 Ⅲ.重点戦略 
         ①ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞに応じたスポーツ機会の創造 
         ②世界で競う合うﾄｯﾌﾟｱｽﾘｰﾄの育成強化 
        ③ｽﾎﾟｰﾂ界の連携・協働による「好循環創出」 
         ④透明性の高い公平・公正なスポーツ環境の実現 
         ⑤社会全体でスポーツを支える基盤整備                                     「新しい公共」 
 Ⅳ.法制度・税制・組織・財源などの体制整備 
 
 

★文部科学省「スポーツ基本法施行」     （2011.8月） 

★文部科学省「スポーツ基本計画施行」   (2013.3月） 

★スポーツ庁「第二期スポーツ基本計画」  (2017.3月） 

 



今後の動き 

１．2020年東京オリンピック開催決定 
 ・スポーツへの関心が高揚   
 ・ハード、ソフトのスポーツビジネスが活性化 
 ・五輪後のレガシー（地域スポーツの役割） 
 
２．スポーツ庁設置（2015.10）でスポーツ行政の変化 
 ・オリンピック、パラリンピックの統一行政 
 ・省庁間の調整（文科省・厚労省・国土交通省・経産省） 
 ・地域スポーツの振興 
 

スポーツ界変革の一大ビッグチャンスが到来！！ 



１．2020年後の地域スポーツレガシー 
   ①地域でのスポーツ財産を繋ぐ連携ネットワーク（ｺｰﾃﾞｲﾈｰｼｮﾝ）作り 
   ②有効的・効率的な情報流通と人材交流システム作り（人材育成含む） 
   ③地域スポーツのｿﾌﾄｲﾝﾌﾗ（公益財として）の構築で充分なｽﾎﾟｰﾂの場提供 
   ④地域スポーツが地域の産業として雇用できるシステム作り 
 
２．総合型クラブとして 
   ①ｽﾎﾟｰﾂを軸とした地域社会の問題解決型ﾌﾟﾗｯﾄﾌｵｰﾑ（行政とのﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ） 
   ②都道府県の中間支援組織(県連絡協議会）の充実と事業化 
   ③自己財源確保ｼｽﾃﾑのための社会貢献事業体化（ex.ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｯｼｮﾝ） 
   ④競技スポーツ（プロ・アマ）のサポーターとしての連携協働システム作り 
   ⑤トップアスリートのセンカンドキャリアとしての地域受け皿作り 
   ⑥地域スポーツの産業化・事業化で安定雇用（専門家等）できる体制作り 
   ⑦高齢化社会においての元気高齢者作りと社会活動参画の受け皿作り 
   ⑧地域包括的視点や産業・文化振興の地域の拠点としてのリーダー 
 
※地域スポーツの社会的効果を第一に、経済的効果を付加する。画一的なも 
  のでな く、地域特性を十分に生かした方法で、地域独自に2020東京五輪 
  に向け構築する 

 



日本スポーツ界での位置づけ（地域スポーツの構造改革の実践） 

<ホームタウン> 
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総合型地域スポーツクラブ 
（公益法人：多世代・多種目） 
（競技系・事業系・サークル系） 
行政や地域産業と密接に結びついた 
スポーツ振興と地域社会づくり 

 
 
 
 

トップクラブチーム・アスリート 
経済界 

地方自治体 

地元大学・高校 

<

現
状>

 

公益法人による競技リーグ 

地場産業 

都
道
府
県
競
技
団
体 

文科省・スポーツ庁 

ＳＣ全国ネットワーク 

 

政
策
立
案
機
関 

地域社会 
町内会 

商店会 

青少対等 

ＪＯＣ 

各都道府県SC 

民間クラブ 

サークル等 

全国スポーツクラブコミッション（社会貢献事業体） 

<300の拠点クラブ> 地元小中学校 

ｽﾎﾟｰﾂ推進委員 

日本レクリエーション協会 

 
日本障がい者ｽﾎﾟｰﾂ協会 

 

<全国約3,500クラブ> 

<見る支える> 

<地域のスポーツインフラ> 

ｽﾎﾟｰﾂ少年団 

全国ｽﾎﾟｰﾂ推進委員連合 

 

都
道
府
県
連
絡
協
議
会 

都
道
府
県
体
育
協
会 

－地域のスポーツ財産を繋ぐ－ 

地域スポーツコミッション 



（一社）全国スポーツクラブコミッション 
 ＪＳＣＣ 総合型 

スポーツクラブ 

民 間 企 業 

行政：地方自治体 
政策提言 
企画提案 

予算化 
振興策認可 
インフラ整備 

・市場提供 

スポーツシンクタンク 

・企画・サービス提案 
・収入源の多様化 

企画・サービス 
提案 

予算化 
受託・実施 

JSCCは「総合型スポーツクラブ振興ソリューション」を展開。（課題解決型組織） 
スポーツに軸足を置き、地域行政の社会的課題の解決を担う、企画、情報、人、運用実行能力の提供可能な組織としての、「総合型ＳＣ」の自
立と発展の為の、具体的な事業実施をサポートする。 
 ●中央行政機関の情報と事例を共有化し、各ＳＣへ情報発信。行政の政策推進計画を実行し、政策提言を行ない、予算化を促します。 
 ●各クラブの運営で、蓄積されたナレッジを活用して、民間企業と連携する企画を創出（経営基盤強化、収入源の多様化を目指す） 
 ●コーディネーション機能を強化し、地域特性にあわせた企画の展開（人的リソース活用方法、クラブ運営者育成の具体例を提示） 
 ●ＳＣのコンサルティングサポート。（マネージメントの助言、業務設計、IT技術の導入など） 
 ●ＳＣ間のネットワーク化を推進する、中間支援組織の形成。情報収集（クラブ間交流、会員データ管理、分析） 

公私大学・高校 
地域社会 

町内会・商店会 
地元小中学校 

育児、介護事業者 
各種ＮＰＯ法人 

日本体育協会 

ＳＣ全国ネット 

スポーツ少年団 

都 道 府 県 体 育 協 会  

都 道 府 県 競 技 団 体 

都 道 府 県 連 絡 協 議 会 

雇用創出 
新成長戦略 地方創生 スポーツ立国実現 

情報共有 
企画事例提示 
積極的助言 

予算 

インフラ 

食 学 働く 

生きがい 

人財 

政策実行の 
受皿 

ヘルスケア 
地元アスリートセカンドキャリア 



スポーツ庁 
 
 
 
 

日本体育協会 

市区町村 
スポーツ 

コミッション 

有志SC300 

全国スポーツ
クラブ 

コミッション 

全国SC 
全国総会 
常任幹事会 

内閣府 文部科学省 

健
康
ス
ポ
｜
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※スポーツコミッションが全てではなく
DMOとの考え方もあり 



全国ｽﾎﾟｰﾂ 
ｸﾗﾌﾞｺﾐｯｼｮﾝ 

全国SC 
常任幹事会 

地域行政 
教育委員会 
地区体協 
広域ｾﾝﾀｰ 

都道府県ｽﾎﾟｰ
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都道府県総合型ｸ
ﾗﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸ（仮） 

都道府県SC 
連絡協議会 

日本体育協会 

ー 第二期スポーツ基本計画における地域スポーツ組織化のポイント ー 

市区町村SC 

地域スポーツ
コミッション 

<質的充実> <特定テーﾏ・ 
ｴﾘｱﾈｯﾄﾜｰｸ> 

<地域活性化> 

<

業
務
委
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<業務委託> 

<登録・認証クラブ> 

総合型ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ 

<170のｺﾐｯｼｮﾝの創設> 

ー地域の特色を生かした地域のスポーツ財産を繋ぐ事業体組織作りー 

スポーツツーリズム 

<地区体協・スポーツ推進委員・日レク・日クラブ・障がい者・地域包括・文化・産業> 
情報共有プラットフォームで地域スポーツの総合的マネージメント 

市区町村 
ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｯｼｮﾝ 

拠点クラブ特任理事 

※計画ポイントは別紙参照 



大田区スポーツ推進・健康街づくり 全体構想案（骨子） 
～ 2020東京オリンピック・パラリンピック、そしてその後に向けて ～ 

■役割 
 １）スポーツを通じて区民の健康づくり。 
 ２）ｽﾎﾟｰﾂを通じて地域の賑わいと活力を増進
。  
 ３）スポーツを通じてココロとカラダの教育。 
  ４）地域総合型ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞの活動＆設立支援
。 
 ５）ｽﾎﾟｰﾂを通じた障害者のﾉｰﾏﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ化。 
 
■大田区内の地域総合型ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞとの連携 
  １）各種スポーツ教室、健康づくり教室実施。 
  ２）おおた地域ｽﾎﾟｰﾂﾈｯﾄﾜｰｸ会議の開催。 
  ３）おおたスﾎﾟｰﾂ健康フェスタの実施。 
  ４）Facebook「おおた地域スポーツクラブ 
   ネットワーク」 によるｽﾎﾟｰﾂ活動・ｲﾍﾞﾝﾄ 
   情報の発信。 
  ５）ｽﾎﾟｰﾂ関連ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄでの情報公開。 
  ６）大田区商店街連合会との提携。 
  ７）障害者スﾎﾟｰﾂのPR。 

■目的 
 ・ 「する、みる、支えるスポーツ」による「スポーツ健康都市宣言」の具  
  現化 
 ・ スポーツを中心にした街づくり、コミュニテイづくり 
 ・ スポーツ・文化・産業の振興と国際都市おおたの実現 

■役割 
 １）ｽﾎﾟｰﾂによる観光事業（国内・国外）の促
進。 
 ２）スポーツによる地域経済の活性化。 
 ３）スポーツによる国際交流の促進。 
 ４）スﾎﾟｰﾂ健康都市「おおた」の広報活動。 
 ５）既存スﾎﾟｰﾂ施設の有効活用。 
 
■スﾎﾟｰﾂコミッションの実現 
 １）オリパラ事前合宿の誘致。 
 ２）国内外のスﾎﾟｰﾂ大会（主にｲﾝﾄﾞｱ）の誘
致。 
 ３）外国マイナースﾎﾟｰﾂチームの応援。 
 ４）羽田国内線跡地の有効活用（ﾋﾞｰﾁｽﾎﾟｰ 
   ﾂ場づくり） 
 ５）多摩川河川敷など活用したマラソンコー
ス、  
   ウォー キングコースの整備・大会実施。   
  

★課  題 
①スポーツによる健康で豊かな暮らしの実現 
②スポーツによる経済活性化 
③2020オリンピック・パラリンピック以後も持続可能な「ｽﾎﾟｰﾂ健康都
市」づくり 

■役割 
 １）関係部局、関係団体との連携・調整。 
 ２）必要予算づくり。  
  
■オリンピック・パラリンピック対策室設置 
 １）区全体でのキャンペーン 
 ２）ハード・ソフトの充実（新空港線・空港     
   跡地活用・事前合宿やｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄ    
   誘致）  

■役割 
 １）大田区民へのPR。 
 ２）都・国へのPR。 
 ３）スﾎﾟｰﾂ関連企画への前面・側面・後方支援。   

2020東京オリ・パラ以後、国 際 空 港 の あ る 街 「 国 際 ス ポ ー ツ 健 康 都 市 お お た」の実現 

大田区スポーツ推進 

区議会スポーツ 
推進議連 

東京オリ・パラ 
大田区推進本部 

大田区観光課 
観光協会 

大田区体育協会 

下町ボブスレー 大田区産業界 

各種競技団体 
 
地元プロ・企業チーム 
トップアスリート 

    

大田区カヌー連盟 

社会登録団体 障がい者スポーツ 

スポーツ推進委員 日本レクリエーション 



大田スポーツ振興総合プロジェクト 地域資産マップ 
～地域スポーツを軸とした街づくり～ 

おおたスポーツ
コミッション 

大田区体協    

 
おおた地域包
括ケアシステム 

    

 
おおたスポーツ 
ネットワーク 

    

 
大田文化振興 

    

スポーツ振興・観光・
国際・オリパラ対策課 
スポーツ推進委員    

大田スポーツ議員連盟 

さわやか 
サポートセンター   

介 護 

大田区教育委員会   

暮らしの 
充実支援 

地域医療 

介護機器 

高齢者見守 

理学療法士 

障害者 レク スポ少 

ケアマネー
ジャー 

音楽 

アート 

演劇 

７つの総合型クラブ 
 ・ｽﾎﾟｰﾂ、健康ﾌｴｽﾀ 
 ・ﾄｯﾌﾟｱｽﾘｰﾄ派遣事業 
 ・研修会 
 ・各種ｽﾎﾟｰﾂｿﾌﾄ（貯筋 
  運動、ｽﾛｰｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞ等） 
 ・元気高齢者作りと社 
  会活動参画 

・要支援1・2の法改正 
・医療・介護の連携 

・学校体育の充実 
・学校部活動の充実 

≪行政≫ 

区内スポーツ、レク
リエーションの振興 

 
大田産業振興 

    

≪等≫ 

≪連携≫ ≪連携≫ 

≪連携≫ 

≪連携≫ ≪連携≫ 

暮らしの 
安心支援 暮らしの 

充実支援 

暮らしの 
充実支援 

民間スポーツ企業 

地元プロスポーツ 

スポーツ関連資源を有機的に繋ぎ 
・新スポーツ健康ゾーン活用提案 
・収益事業の展開（経済的な自立） 

・PFI事業P.J. 
・指定管理事業 
・既存施設（ｽﾀｼﾞｱﾑ・ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ・ 

 総合体育館等）や団体との連携事業 
・観光業界や地元企業、商店街と 
 のビジネス連携事業 



大田スポーツ振興総合プロジェクト 地域資産マップ 
～地域スポーツを軸とした街づくり～ 

おおたスポーツ
コミッション 

大田区体協    
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スポーツ振興・観光・
国際・オリパラ対策課 
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大田スポーツ議員連盟 
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大田区教育委員会   

暮らしの 
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高齢者見守 

理学療法士 

障害者 レク スポ少 

ケアマネー
ジャー 

音楽 
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演劇 

７つの総合型クラブ 
 ・ｽﾎﾟｰﾂ、健康ﾌｴｽﾀ 
 ・ﾄｯﾌﾟｱｽﾘｰﾄ派遣事業 
 ・研修会 
 ・各種ｽﾎﾟｰﾂｿﾌﾄ（貯筋 
  運動、ｽﾛｰｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞ等） 
 ・元気高齢者作りと社 
  会活動参画 

・要支援1・2の法改正 
・医療・介護の連携 

・学校体育の充実 
・学校部活動の充実 

≪行政≫ 

区内スポーツ、レク
リエーションの振興 

 
大田産業振興 

    

≪等≫ 

≪連携≫ ≪連携≫ 

≪連携≫ 

≪連携≫ ≪連携≫ 

暮らしの 
安心支援 暮らしの 

充実支援 

暮らしの 
充実支援 

おおた
スポーツコミッション
合同会社（事務局）

コーディネート機関

新しい産業
（事業部制）

地域資産の活用

新しい地域資本

地域社会保障財源

「生活者・事業者・地域」
三方よしの地域資本の創出

民間スポーツ企業 

地元プロスポーツ 


